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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　関節炎患者または糖尿病患者用の中底であって、
　踵領域から爪先領域まで延びる長さと、上面と下面とを有する概ね足形の下層であり、
隆起したアーチ・サポート領域と踵受取りカップ領域とを備える形状に一体的に形成され
た下層と、
　前記下層の下面に一体的に形成された第１の窪みであって、前記下層全体の基質に渡っ
て延長するものではなく、爪先領域の中央に位置付けられた前記第１の窪みと、
　前記下層の下面に一体的に形成された第２の窪みであって、前記下層全体の基質に渡っ
て延長するものではなく、前記爪先領域の下部から前記中底の土踏まず領域まで延長する
中足領域の中央に位置付けられた前記第２の窪みと、
　前記下層の下面に一体的に形成された第３の窪みであって、前記下層全体の基質に渡っ
て延長するものではなく、踵領域の中央に位置付けられた第３の窪みと、
　第１および第２の面を有する合成ゴム層であり、前記第２の面が、前記下層の前記上面
と同一の広がりを持ち、前記下層の前記上面に固定された合成ゴム層と、
　前記合成ゴム層の前記第１の面と同一の広がりを持ち、前記合成ゴム層の前記第１の面
に固定された上層と
　を備える中底であって、
　前記第１、第２及び第３の窪みのそれぞれが当該第１、第２及び第３の窪み内でインサ
ート層を受け取るように適合された、中底。
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【請求項２】
　前記窪みに固定された１つまたは複数のインサート層をさらに備える、請求項１に記載
の中底。
【請求項３】
　前記合成ゴム層がポリクロロプレン・ポリマーである、請求項１または２記載の中底。
【請求項４】
　前記インサートが、前記下層の材料よりも柔軟なテクスチャの付いた材料を含む、請求
項２に記載の中底。
【請求項５】
　前記下層がエチレン酢酸ビニル（Ethylene Vinyl Acetate）を含む、請求項１乃至３の
いずれか一項に記載の中底。
【請求項６】
　前記上層が織物シートである、請求項１に記載の中底。
【請求項７】
　前記上層がポリエチレン・フォームである、請求項１に記載の中底。
【請求項８】
　前記上層の厚さが約２ｍｍである、請求項７に記載の中底。
【請求項９】
　前記上層が独立気泡架橋フォーム材である、請求項１に記載の中底。
【請求項１０】
　前記フォーム材の厚さが約２．５ｍｍから約３．８ｍｍ、好ましくは約３．２ｍｍであ
る、請求項９に記載の中底。
【請求項１１】
　前記フォーム材の厚さが約３．２ｍｍである、請求項１０に記載の中底。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　本出願は、２００７年１１月２１日出願の米国特許仮出願第６０／９８９，７６７号の
恩典を主張するものである。
【０００２】
　米連邦政府助成による研究または開発に関する記載
　適用なし。
【０００３】
　本発明は靴の取替え中底の分野に関する。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
【図１】本発明の好ましい実施形態の左靴の中底の下面図である。
【図２】図１に示された中底の内側透視側面図である。
【図３】本発明の一実施形態の外側透視側面図である。
【図４】図１の線４－４に沿った踵領域付近の断面図である。
【図５】図１の線５－５に沿った土踏まず領域付近の断面図である。
【図６】図１の中足領域線６－６付近の断面図である。
【図７】図１の線７－７に沿った断面図である。
【図２Ａ】より厚い上層を有する本明細書に記載の実施形態を示す他は図２と同じ図であ
る。
【図３Ａ】より厚い上層を有する本明細書に記載の実施形態を示す他は図３と同じ図であ
る。
【図４Ａ】より厚い上層を有する本明細書に記載の実施形態を示す他は図４と同じ図であ
る。
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【図５Ａ】より厚い上層を有する本明細書に記載の実施形態を示す他は図５と同じ図であ
る。
【図６Ａ】より厚い上層を有する本明細書に記載の実施形態を示す他は図６と同じ図であ
る。
【図７Ａ】より厚い上層を有する本明細書に記載の実施形態を示す他は図７と同じ図であ
る。
【図８】図１の中底の上面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　衝撃を有利に吸収し、起立、歩行または他の活動中に大きな力または圧力を最も受ける
足の領域を有利に支持する、関節炎、糖尿病および他の状態に悩む使用者にとって有利な
中底が開示される。便宜上、本明細書に開示する本発明の中底を「本中底」（ｔｈｅ　ｉ
ｎｓｏｌｅ）と称する。
【０００６】
　本中底は、装着者の足を受け取り、支持する形状に形成される。本中底は内側および外
側を有する。外側は、使用中、使用者の足の外側輪郭に隣接し、内側は、使用中、土踏ま
ずを含む使用者の足の内側に隣接する。したがって、形成された形状は、本中底の内側を
概ね上方へ延びる一体的に形成されたアーチ・サポート（ａｒｃｈ　ｓｕｐｐｏｒｔ）を
含む。この上方への延長は、装着中、アーチ・サポートが、使用者の土踏まず（ａｒｃｈ
）に隣接することを可能にする。
【０００７】
　本中底は、互いに隣接し、本中底の全長に沿って延び、同一の広がりを持つ少なくとも
３つの層、すなわち、後に論じる中層、下層および上層を備える。前記層はそれぞれ、こ
の形成された形状の中に含まれる。
【０００８】
　好ましい実施形態では、段落０００６で述べた上層が、厚さ約２ｍｍのポリエチレン・
フォームから構築される。この実施形態では、本中底が、関節炎の人による使用に対して
最も有利である。
【０００９】
　代替の第２の実施形態では、段落０００６で述べた上層が、厚さ約２．５ｍｍから約３
．８ｍｍ、好ましくは約３．２ｍｍの独立気泡架橋ポリエチレン・フォーム材から構築さ
れる。この実施形態では、本中底が、糖尿病の人による使用に対して最も有利である。糖
尿病患者による使用に対して適当な中底は、上層が独立気泡架橋ポリエチレン・フォーム
材を含む点を除き、関節炎患者用の中底と同じ基本設計を利用する。この材料は、約３０
ＡＳＫＥＲ　Ｃ±３のＡＳＫＥＲ値を有し、糖尿病患者用中底に対する政府規則Ａ５５１
０（片靴ごとに直接形成し、患者の足に対して外部熱源なしで圧縮成形し、複数密度イン
サート（ｉｎｓｅｒｔ）を予め製造する）を満たすことが好ましい。
【００１０】
　糖尿病患者用中底の上層に適した１つの材料は、Ｚｏｔｅｆｏａｍｓ　ＰＬＣ．社（イ
ギリス）から入手可能なＰｌａｓｔａｚｏｔｅ（登録商標）独立気泡架橋フォーム材であ
る。このタイプのフォームは足との完全な接触を提供する。上層の厚さは約２．５から３
．８ｍｍであることが好ましい。上層の厚さは約３．２ｍｍであることが最も好ましい。
使用者の足と接触すると、上層は使用者の足の形状に恒久的に従う。患者の足との完全な
接触を提供するものであれば、他の材料を使用することもできる。
【００１１】
　代替の第３の実施形態では、段落０００６で述べた上層が、薄い織物層から構築される
。この実施形態では、本中底が、関節炎の人による使用に対して最も有利である。
【００１２】
　下層は靴側の表面を有し、この靴側の表面はさらに、インサート層を受け取るように適
合された１つまたは複数の窪みと、前記窪みのそれぞれに取り付けられたインサート層と
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を備える。
【００１３】
　下層は、本中底に半剛性構造を提供する耐久性のある材料を含むことが好ましい。下層
に対して使用される好ましい材料は、エチレン酢酸ビニル（Ｅｔｈｙｌｅｎｅ　Ｖｉｎｙ
ｌ　Ａｃｅｔａｔｅ：ＥＶＡ）フォーム材である。必要な耐久性を有し、圧縮成形するこ
とができるものであれば、他の材料を使用することもできる。下層およびインサートの好
ましいＥＶＡ材料は、相対ＡＳＫＥＲ　Ｃ硬度５１±３を有する。
【００１４】
　ＥＶＡまたは他の適当な材料を、圧縮および熱によって次元物品に成形することができ
る。このようにして、使用者の足の重量の大部分が乗ることが意図された比較的に平らな
表面から上方へ立ち上がる本中底と一体のアーチ・サポートと、一体の踵受取り領域とを
有する好ましい実施形態を、本中底に形成することができる。
【００１５】
　下層は、靴の足受取り区画に隣接して置かれることが意図された靴側表面を有する。靴
側表面はさらに、インサート層を受け取るようにそれぞれ適合された１つまたは複数の窪
みを備えることが好ましい。これらの窪みは、型に、窪みを生み出す正（ｐｏｓｉｔｉｖ
ｅ）の領域を提供することによって形成することができる。踵領域に踵窪みがあることが
好ましい。爪先領域に爪先窪みを提供することができる。中足領域に第３の窪みを提供す
ることができ、この窪みは土踏まず領域まで延びることができる。これらの窪みの任意の
組合せを本中底、例えば爪先と踵、踵と中足、爪先と踵と中足に提供することができる。
本中底は、爪先窪み、踵窪みおよび中足窪みを備えることが好ましい。
【００１６】
　それぞれの窪みにインサートが固定される。インサートはそれぞれＥＶＡフォーム材を
含むことが好ましい。使用中に本中底がほとんどまたはまったく滑らないように、これら
のインサートは、装着者によって本中底が挿入されるように意図された靴の内側に対する
配置およびグリッピング（ｇｒｉｐｐｉｎｇ）を助けるグリッピング・フィーチャ（ｆｅ
ａｔｕｒｅ）を提供するテクスチャ（ｔｅｘｔｕｒｅ）を有することが好ましい。テクス
チャは型の表面のフィーチャによって提供される。
【００１７】
　インサートは高応力領域に置かれる。使用者の足の踵領域に、踵への衝撃時の緩衝を提
供するため、踵領域に踵インサートが配置される。中足部への衝撃を受け取り、支持を提
供するため、中足領域内に、土踏まず領域まで延ばされた別のインサートを配置すること
ができる。爪先に対する衝撃中の緩衝を助けるため、爪先領域に爪先インサートが配置さ
れる。
【００１８】
　爪先領域と中足領域の間にインサートのない領域があることが好ましい。このインサー
トのない領域は、靴が曲がり、本中底の土踏まず領域に剛性を提供する場合に、自然の歩
行運動中にその領域で本中底が曲がることを可能にする。
【００１９】
　下面はさらに、リッジ（ｒｉｄｇｅ）を形成するいくつかの線状の窪みを備えることが
好ましい。これらの窪みは撓み性を提供する。
【００２０】
　中層は、関節炎の足の追加の緩衝および支持を提供する材料を含む。好ましい一実施形
態では、中層が合成ゴムを含む。本中底の形状に型抜きすることができるシートを製造す
るために使用することができるスチレンブタジエンまたはポリクロロプレンに基づく合成
ゴムが最も好ましい。ネオプレン（Ｎｅｏｐｒｅｎｅ）ブランドのポリクロロプレン合成
ゴム（ＤｕＰｏｎｔ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｅｌａｓｔｏｍｅｒｓ社、米デラウェア
州Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ）は、これらのタイプのシートの例示的な原料である。ＳＢＲ（
スチレンブタジエン（合成）ゴム）およびＣＰＲ（クロロプレン（合成）ゴム）は、合成
ゴム・シートまたはネオプレン・シートとして知られているシートを製造するために業界
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で使用されている合成ゴムである。他の材料を使用することもできるが、使用される材料
は、約２１ＡＳＫＥＲ　Ｃ±５から３０ＡＳＫＥＲ　Ｃ±５の値を有することが好ましい
。
【００２１】
　好ましくは、本中底の形状を型抜きする前に、接着剤によって上層を中層に固定すべき
である。
【００２２】
　中底の製造は、すべての材料を一緒にダイの中に積層してから、熱および圧力で成形す
ることによって実施することができる。このようにして本中底を成形した後、本中底をそ
の最終的な形状にカットする。あるいは、中層および下層だけをこの方法で製作し、後に
上層を固定する。
【００２３】
　一例として、男性用サイズ９の中底のおおよその寸法を以下に示す。本中底の長さおよ
び幅は１１．０６３インチおよび３．８１３インチである。本中底の全厚は、爪先領域付
近で０．２５６インチ、土踏まず領域で０．５４５インチとすることができる。土踏まず
領域の高さは約１．４７６インチである。それぞれの層の厚さは様々とすることができ、
中層の好ましい厚さは約２ミリメートルであり、下層の厚さは本中底の位置によって様々
である。インサートの厚さは約２ミリメートルである。
【００２４】
　本中底の下面（靴側）は図１に最も良く示されている。図１は左中底を示し、右中底が
、示された左中底の鏡像となることは容易に想像することができる。中底は一般に対で販
売および使用され、それぞれの対は右および左中底を含む。本中底の輪郭（１０）は、外
側領域（１０Ｃ）、踵領域（１０Ｂ）、内側領域（１０Ａ）および爪先領域（１０Ｄ）に
分割されている。
【００２５】
　下層の下面の窪みに固定された３つのインサートが示されている。爪先領域インサート
（３１）は本中底の前（爪先）側の近くに固定される。中足領域インサート（３２）は、
爪先領域インサート（３１）のすぐ後ろから、本中底の後（踵）端に向かって、本中底の
土踏まず領域まで延びる。踵領域インサート（３３）は、本中底の後端の近くに固定され
る。それぞれのインサートは、本中底の下面のバルク（ｂｕｌｋ）とは異なるテクスチャ
を示し、これは靴の中での牽引（ｔｒａｃｔｉｏｎ）を助ける。
【００２６】
　線４－４、５－５、６－６および７－７に沿った断面については図４～７に関して後に
論じる。アーチ・サポート（３４）の下面にリッジ（３６）が示されている。多数の他の
リッジおよび線も見える。
【００２７】
　図１の本中底の内側輪郭領域（１０Ａ）側から見た側面図２を参照すると、アーチ・サ
ポート（３４）が上方へ延び、この図では、本中底の下面のリッジ（３６）、ならびに織
物層（１）および中層（２）を見ることができる。層（１）は中層（２）に固定される。
中層（２）の下面（靴側）に下層（３）が固定される。側面図２Ａを参照すると、層（１
）がフォーム層である。
【００２８】
　下層（３）は本中底の形状を決定する。中層（２）および上布層または上フォーム層（
１１）は、互いに固定され、前記下層（３）に固定されたときに、前記下層（３）によっ
て決定された形状と同じ形状をとる均一な厚さの材料シートである。
【００２９】
　下層（３）の形状および設計に見られる主たる特徴は、アーチ・サポート領域（３４）
および踵領域（３５）である。アーチ・サポート領域（３４）は、本中底の残りの部分か
ら上方へ延び、土踏まずに対する追加の快適性および支持を提供する働きをする。踵領域
（３５）は、カップ（ｃｕｐ）ないし窪んだ領域の外観を有し、一般に、使用者の足の踵
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）を見ることができる。カップの形状は、足の踵に対する追加の快適性および安全性を提
供する。さらに、使用中のより良好な撓み性を可能にするため、リッジ（３６）が使用さ
れることが好ましい。上層の厚さは、薄い布シートから、厚さ最大約３．８ｍｍのフォー
ム層までの範囲で変更することができる。上層がフォームを含み、上層の厚さが約２．５
ｍｍから約３．８ｍｍ、好ましくは約３．２ｍｍであることが好ましい。示された層（１
）は、選択された上層に応じて、中層に比べてより厚い外観を有する。上層（１）はフォ
ーム層であることが最も好ましい。好ましさの点で劣る一実施形態では、上層（１）が薄
い布層、または薄い布層とフォームの組合せである。
【００３０】
　図３および図３Ａは、外側輪郭領域（１０Ｃ）から見た側面図を示す。内側輪郭領域（
１０Ａ）が上方へ延びているため、この視点からも、内側輪郭領域（１０Ａ）、ならびに
アーチ・サポート（３４）の上面を覆う上層（１）を見ることができる。中層（２）およ
び下層（３）の側面も見ることができる。図３には、布またはフォームとすることができ
る薄い層が示されている。図３Ａには、より厚いフォーム層が示されている。
【００３１】
　図４、５および６および図４Ａ、５Ａおよび６Ａはそれぞれ、図１の線４－４、５－５
および６－６における本中底の断面を示す。互いに比較すると、本中底の異なるセクショ
ンにおける形状（曲がりと厚さの両方）の変化を見ることができる。図５および５Ａに示
されているように、厚さは一般に土踏まず領域において非常に厚い。前述のアーチ・サポ
ート領域（３４）の高さは図５および５Ａに最も良く示されている。踵領域（３５）のカ
ップないし窪んだ形状は図４および４Ａに最も良く示されている。「Ａ」が付けられた図
は、薄い布層またはフォーム層を上層（１）として示す「Ａ」の付いていない図に比べて
厚いフォーム層を上層として示す。
【００３２】
　図７および図７Ａは、図１の本中底の線７－７に沿った断面を示す。上で論じたとおり
、図７はより薄い上層（１）を示し、図７Ａはより厚い上層（１）を示す。インサート３
１、３２および３３およびインサートが配置された窪みの位置は、本中底の様々な構成要
素の輪郭と同様に、この図に最も良く示されている。
【００３３】
　図８は、図１の中底の上面図を示す。上層（１）、ならびに輪郭（１０）、内側輪郭領
域（１０Ａ）、外側輪郭領域（１０Ｃ）、踵輪郭領域（１０Ｂ）および爪先輪郭領域（１
０Ｄ）を見ることができる。
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【図５】
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